
第１回 大淀川水系流域治水協議会 
 

日時：令和２年９月２８日（月）11:00～12:00 

場所：宮崎河川国道事務所  別館３階会議室      

                                 

<議事次第> 

 

  1. 開会    

 

2. 挨拶（国土交通省 宮崎河川国道事務所長）   

 

3. 令和２年度の出水概要について ・・・ 【資料－１】 

 

4. 議事 

・協議会規約確認，スケジュール  ・・・   【資料－２,３】 

・流域治水プロジェクト策定に向けて ・・・【資料４－１，４－２】 

・大淀川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】 

・・・【資料－５】 

 

        5. 閉会 
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九州地方整備局

令和２年７月１０日

令和２年７月豪雨の概要と対応

（第２報）

【球磨川水系、筑後川水系、遠賀川水系、川内川水系、矢部川水系、本明川水系、

大淀川水系、肝属川水系、山国川水系、菊池川水系、大分川水系】

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります

九州地整記者発表資料より抜粋
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１．気象・降雨の概要

○７月３日（金）から４日（土）にかけて、梅雨前線の活発な活動により九州南部の広範囲に強い雨域がかかり、
多くの雨量観測所で観測史上最多の日雨量を観測する記録的な大雨となりました。

天気図（7月4日 6時頃 気象庁ＨＰより）

1

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

球磨川

川内川 多良木雨量観測所（国）
405mm(7/3 7:00～7/4 10:00)

第２報にて資料修正



１．気象・降雨の概要

○７月５日（日）から８日（水）にかけて、梅雨前線の活発な活動により九州北部の広範囲に強い雨域がかかり、
多くの雨量観測所で観測史上最多の日雨量を観測する記録的な大雨となりました。

1

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

天気図（7月7日 3時頃 気象庁ＨＰより）

7/5 17:00～7/8 05:00累積レーダ雨量
（統一河川情報システムより作成した図を加工し、氾濫危険水位を超過した水系を黒色標記）

筑後川

大分川

下筌雨量観測所（国）
812mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

由布院雨量観測所（国）
457mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

遠賀川
英彦山雨量観測所（国）
376mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

第２報にて資料更新



※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、
今後の調査で変わる可能性があります。

２．九州地方整備局管内の直轄管理河川の状況

１．河川出水状況（直轄河川）

２．一般被害

３．氾濫発生情報

○広範囲にわたる大雨の結果、九州内２０の一級水系のうち、
１０水系で氾濫危険水位を超過。

○氾濫の発生（レベル５）＜４水系＞

・球磨川、遠賀川、筑後川、大分川
○氾濫危険水位超過（レベル４）＜７水系＞
・川内川、矢部川、本明川、大淀川、肝属川、

山国川、菊池川
※現在水位は、避難判断水位以下まで降下

○球磨川水系
・決壊：２箇所、越水：３箇所、溢水：８箇所
○遠賀川水系
・溢水：１箇所
○筑後川水系
・溢水：１箇所
○大分川水系
・越水：１箇所

○球磨川氾濫発生情報
・発表時刻 令和２年７月４日５時５５分

○彦山川氾濫発生情報
・発表時刻 令和２年７月６日１５時５０分

○筑後川上中流部氾濫発生情報
・発表時刻 令和２年７月７日８時３５分
・発表時刻 令和２年７月８日１時００分
○大分川氾濫発生情報
・発表時刻 令和２年７月８日０時４０分

令和２年７月１０日１０時００分時点



１０水系（球磨川、筑後川、大分川、山国川、大淀川、肝属川、川内川、矢部川、菊池川、本明川）において氾濫危険水位を超
える洪水が発生し、１４観測所において観測史上最高水位を記録しました。

３．水位の全体概要
第２報にて資料追加

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

水系名 河川名 観測所名
球磨川 球磨川 萩原（はぎわら） 5.28 7月4日 12:20 4.70 （S40.7.3）

大野（おおの） 15.99 7月4日 14:30 ※2 14.73 （S57.7.25）
渡（わたり） 12.88 7月4日 7:30 ※2 11.00 （S57.7.25）
人吉（ひとよし） 5.07 7月4日 7:30 ※2 5.05 （S40.7.3）
大橋（おおはし） 7.25 7月4日 9:50 ※3
一武（いちぶ） 6.17 7月4日 7:30 ※2 4.32 （S57.7.25）
多良木（たらぎ） 4.04 7月4日 7:00 ※2 3.53 （H5.9.3）

筑後川 筑後川 片ノ瀬（かたのせ） 10.52 7月7日 11:00 10.30 （H29.7.5）
荒瀬（あらせ） 7.90 7月7日 9:10 7.35 （H24.7.14）
小渕（こぶち） 5.39 7月7日 8:30 4.61 （H30.7.7）
杖立（つえたて） 9.92 7月8日 0:00 9.36 （H2.7.2）

巨瀬川 中央橋（ちゅうおうばし） 3.08 7月6日 15:10 3.30 （R1.8.28）
大分川 大分川 同尻（どうじり） 6.40 7月8日 0:50 5.50 （H5.9.3）
山国川 山国川 柿坂（かきさか） 5.77 7月6日 16:00 8.41 （H24.7.14）
大淀川 大淀川 岳下（たけした） 5.04 7月6日 6:40 5.28 （H9.9.16）
肝属川 肝属川 王子橋（おうじばし） 4.31 7月6日 9:30 4.29 （H10.6.13）

串良川 豊栄（ほうえい） 5.44 7月6日 10:00 5.54 （H28.9.20）
川内川 羽月川 花北（はなきた） 7.76 7月4日 10:00 8.17 （H23.7.6）
矢部川 飯江川 安手橋（やすでばし） 6.15 7月6日 17:00 6.01 （H24.7.14）
菊池川 菊池川 玉名（たまな） 6.80 7月6日 23:40 6.85 （H2.7.2）

繁根木川 岩崎（いわさき） 1.98 7月6日 21:10 2.62 （S47.7.12）
木葉川 津留（つる） 5.73 7月6日 22:30 5.32 （H2.7.2）
上内田川 袋田（ふくろだ） 4.18 7月7日 6:30 5.10 （H2.7.2）
迫間川 隈府（わいふ） 2.15 7月8日 0:00 2.40 （H2.7.2）

本明川 本明川 裏山（うらやま） 3.79 7月6日 16:10 4.25 （S37.7.8）

※１ 赤字は今次出水により観測史上最高水位を超過したもの。
※２ この時刻以降、以前にて欠測あり。
※３ 危機管理型水位計。人吉観測所の水位（読み値）に換算。

今回最高水位（ｍ） 観測史上最高水位(m)

－
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鹿 児 島 県

熊 本 県

佐 賀 県

長 崎 県

番匠川

山
国
川

大分川 大野川

五ケ瀬川

小丸川

大淀川

肝属川

川内川

球
磨
川

緑川
白川

菊池川

矢
部
川

筑
後
川

嘉
瀬
川

六
角
川

本明川

松
浦
川

大野

渡
人吉 一武

多良木

萩原

荒瀬
小渕

杖立
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柿坂

岳下

豊栄王子橋
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花北

安手橋

玉名
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袋田
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４．雨量の状況（球磨川流域）

人吉（気象）雨量観測所

神瀬雨量観測所

○球磨川流域では、多くの雨量観測所において、戦後最大の洪水被害をもたらしたS40.7洪水やS57.7
洪水を上回る雨量を観測し、複数の雨量観測所において、観測史上最多雨量を観測しています。

久連子雨量観測所

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

(mm)

(mm)
(mm)



４．水位の状況（球磨川流域）

○球磨川流域では、人吉等において、観測史上最高水位になったと推定されます。

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

人吉水位観測所

萩原水位観測所

危機管理型水位計（大橋）



大淀川流域では、末吉（すえよし）雨量観測所において、近年の主な出水と同規模の２４時間雨量を観測
しました。

氾濫危険水位を超過した観測所本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

岳下

末吉雨量観測所

４．雨量の状況（大淀川流域）
第２報にて資料追加



＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填

４．水位の状況（岳下）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

○ 梅雨前線の影響により大淀川水系大淀川岳下水位観測所において、これまで観測史上最高水位を記録
したH9.9出水と同等の水位5.04mを記録。

大淀川（岳下水位観測所の年最高水位比較図）

第２報にて資料追加



４．水位の状況（柏田）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

○ 梅雨前線の影響により大淀川水系大淀川柏田水位観測所において、ピーク水位6.28mを記録。

大淀川（柏田水位観測所の年最高水位比較図）

第２報にて資料追加

＊

＊

＊

＊

＊

＊ ＊

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填



○九州地方整備局防災ヘリ（はるかぜ）による7月4日15時時点の調査によると、球磨川沿川で約1,060haに
及ぶ浸水を確認。

■球磨川水系における浸水区域

５．浸水の状況（球磨川流域）

人吉市街部（紺屋町）

人吉市青井町

■浸水状況（7月4日午前）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

第２報にて資料追加
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深水橋流出(13k300付近)

越水(右岸59k200付近)
70

70

溢水(右岸64k800付近)

人吉市

五木村

相良村

球磨村

芦北町

山江村

多良木町

錦町

あさぎり町

湯前町

水上村

八代市

溢水(左岸17k800付近)

溢水(右岸16k400付近)

溢水(左岸24k400付近)

溢水(左岸38k200付近)

越水(右岸53k400付近)

溢水(左岸41k000付近)

溢水(左岸41k850付近)

溢水(左岸45k650付近)

越水(右岸61k380付近)

80

80

堤防決壊(左岸55k000付近)

西瀬橋流出(59k600付近)

球磨川第一橋梁流出(24k300付近)

鎌瀬橋梁流出(25k200付近)

天狗橋梁流出(56k000付近)

沖鶴橋梁流出(54k600付近)

相良橋梁流出(52k800付近)

球磨川第四橋梁流出(66k200付近)

○球磨川水系球磨川（国管理）において、2箇所にて堤防決壊、3箇所にて越水、8箇所にて溢水し、
浸水被害 が発生していることを確認。また、橋梁１3橋が流出（ヘリ調査等で確認できたもの）。詳細は
現在調査中。

６．被災の状況（球磨川流域）

※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります。

7月８日１７：00時点

大瀬橋梁流出(41k000付近)

神瀬橋梁流出(37k300付近)

球磨川第二橋梁流出(52k500付近)

坂本橋流出(16k900付近)

松本橋梁流出(43k000付近)

2020.7.4 16時00分頃

2020.07.06 9時00分頃

■被災状況

2020.07.06 24時00分頃

※球磨川本川に架かる道路橋１０橋、鉄道橋３橋、
その他支川に架かる道路橋４橋の計１７橋の流出が確認されている。

球磨川水系（熊本県）における浸水状況

堤防決壊

万江川→

人吉市街部

深水橋流出前 深水橋流出後

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

堤防決壊(右岸56k400付近)

第２報にて資料追加



福岡県

大分県

宮崎県

熊本県

佐賀県

長崎県

鹿児島県

4件

8件

6件

52件

5件

12件

40件

土砂災害発生件数

１２７件
【被害状況】

人的被害： 死者 １０名

行方不明 ２名

負傷者 １名

家屋被害： 全壊 １５戸

半壊 ９戸
※被害家屋は住家のみ 一部損壊 ３４戸

令和２年７月１０日 14:00時点

凡例

発生件数

50件～

10件～

1件～

0件

全壊：2戸
一部損壊：1戸

熊本県葦北郡芦北町田川

７月４日発生

がけ崩れ

一部損壊：3戸

大分県玖珠郡九重町粟野

７月７日発生

土石流

全壊：1戸(空家)
半壊：2戸
一部損壊：1戸

大分県日田市天瀬赤岩

７月８日発生

がけ崩れ

福岡県大牟田市今山土石流

７月７日発生

がけ崩れ

７月６日発生

宮崎県串間市松頭

一部損壊：1戸

長崎県佐世保市大黒町

全壊：1戸(店舗)

がけ崩れ

一部損壊：1戸

７月６日発生

佐賀県藤津郡太良町糸岐がけ崩れ

全壊：1戸
一部損壊：2戸

熊本県葦北郡
津奈木町福浜

７月４日発生

土石流

全壊：１戸(非住家)
一部損壊：１戸

鹿児島県鹿屋市上祓川町神園

７月６日発生

がけ崩れ

※これは速報であり、今後数値等が変わる可能性があります
。

６．被災の状況（土砂災害） 第２報にて資料追加



７．緊急復旧状況等

国管理河川（球磨川）の決壊箇所の対応

※令和２年７月６日９時時点

5日4時30分時点

多良木町 湯前町

4日●時時点

球磨川

4日15時点

決壊延長 約Ｌ=30.0m

4日16時時点

く ま が わ

決壊箇所の状況

緊急復旧工事の状況

球磨川

○国が管理する球磨川の堤防が１箇所、約３０mにわたり決壊。

○人吉市中神地先において、７月４日２３時から２４時間体制で対応し、７月６日２４時に緊急復旧が完
了。

ひとよし なかがみ

く ま が わ

第２報にて資料追加



７．緊急復旧状況等

緊急復旧工事の状況

国管理河川（球磨川）の決壊箇所の対応

※令和２年７月９日５時時点

く ま が わ

○国が管理する球磨川の堤防が新たに１箇所、約１０mにわたり決壊していることを確認。

○人吉市中神地先において、７月８日１８時に緊急復旧工事に着手。２４時間体制で対応し、
７月９日９時３０分に緊急復旧が完成。

く ま が わ

ひとよし なかがみ

写真貼る
夜間

（職員が写っているもの）

被災延長 約Ｌ=10m

堤防決壊
（緊急復旧済）

決壊箇所の状況

８日１３時時点

８日２１時時点

第２報にて資料追加



自治体の防災対応に資するきめ細やかな情報を流域首長へ提供

○国が管理している九州の20水系のうち、今回の出水で特に水位上昇が大きかった
12水系において河川関係事務所長等から関係市町村長等（25市16町5村）に対
し、ホットラインを実施しました。

ホットライン実施市町村

※これは速報であり、回数は今後変わることもあります。

８．ホットライン実施状況
第２報にて資料修正

水系名

嘉麻市 福智町 大任町 直方市 糸田町

添田町 田川市

うきは市 大刀洗市 朝倉市 日田市 久留米市

みやま市 柳川市

六角川 江北町 大町町 白石町 武雄市

松浦川 唐津市

本明川 諫早市

球磨村 芦北町 八代市 人吉市 錦町

多良木町 水上村 湯前町 あさぎり町 相良村

五木村 山江村

菊池川 菊池市 山鹿市 玉名市

大分川 大分市 由布市

山国川 上毛町 中津市 吉富町

大淀川 都城市

川内川 薩摩川内市 湧水町 伊佐市

肝属川 鹿屋市 東串良町

市町村名

遠賀川

筑後川

球磨川



○九州地方整備局と福岡管区気象台で合同記者会見を実施。被害の状況や今後の気象状況について説明
を行った。７月４日（土）から７月９日（木）までで合計８回実施している。

９．合同記者会見（九州地方整備局・福岡管区気象台）第２報にて資料追加



◆鶴田ダムの状況

②下流河川へ流した水量
約1,503m3/秒

（7月4日10時40分時点）

洪水貯留後貯水位：142.42m

①鶴田ダムへ流れてきた水量
約2,917m3/秒
（7月4日10時40分時点）

約27.2m上昇

約42,761千m3の水を貯
め込んだ。
これは福岡PayPayドーム
の約２４杯分です。

洪水貯留前貯水位：115.15m

鶴田
ダム

約１，４１４m3/秒（＝①－②）

少なくなって、流れていたと
推測。

（7月3日23時00分時点）

（7月4日15時40分時点）

川内川水系 鶴田ダムの防災操作により、川内川の浸水被害を低減（ 7月3日から7月4日）
せんだい つるだ せんだい

鶴田ダムの雨量､水位､流入量､放流量（7月3日～7月4日）

最大放流量 約1,757m3/s
(7月4日15:00時点)

最大流入量 約2,917m3/s
(7月4日10:40時点)

○梅雨前線に伴う豪雨により、ダム上流域において、327.6mm（7月3日3時～4日11時）の累加雨量を観測しました。
○7月3日23時00分に防災操作を開始し、7月4日10時40分にはダムへの流入量が最大約2,917m3/秒に達しダムに約1,414m3/秒を貯留
しました。

○鶴田ダムが整備されていなければ、ダム下流の宮之城地点で水位が約２．０３m上昇し避難判断水位を超過していたと推定されます。

放流状況
7月4日 13:30

平常時

宮之城地点

◆　宮之城付近での鶴田ダムの水位低減効果（7月4日11時10分）

-2

0

2

4

6

8

10

12

1

2

3

4

右岸側

（虎居地区）
左岸側

（屋地地区）

水防団待機水位4.00m

はん濫注意水位5.20m

避難判断水位6.40m

はん濫危険水位7.60m

宮之城観測所付近（さつま町）

1

2

3

4

右岸側

（虎居地区）
左岸側

（屋地地区）

水防団待機水位4.00m

はん濫注意水位5.20m

避難判断水位6.40m

はん濫危険水位7.60m

7月4日11:10 時点

水位5.23m

ダムが無い場合の

水位7.26m(計算値)

約2.03mの水位低減効果

宮之城観測所付近（さつま町）

約2.03m
水位低下

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります

第２報にて資料追加
１０．治水事業の効果 鶴田ダム



筑後川河川事務所１０．治水事業の効果 乙石川遊砂地（朝倉市杷木松末）

災害発生日：令和２年７月７日
降雨状況 ：連続雨量 614㎜（7月5日18時～8日13時）

時間最大雨量 57㎜(7月7日4時～5時）

※松末小学校雨量観測所

発生箇所 ：福岡県朝倉市杷木松末
捕捉土砂量：約16,000m3
状 況 ：平成29年7月九州北部豪雨以降、流域内に残存す

る不安定土砂等の再移動による二次災害防止・
軽減。ﾌﾞﾛｯｸ堰堤や遊砂地、強靭ﾜｲﾔｰﾈｯﾄ等の緊
急的な応急対策を実施。
７月５日からの大雨により、大量の土砂が流出
したが、遊砂地をはじめとする応急対策が、大
量の土砂を捕捉。下流への被害を防止。

土砂捕捉後（R2.7.8撮影）

おと いし あさ くら は き ますえ

位置図

約16,000m3※の土砂を捕捉し効果を発揮
（※10tダンプトラック約3200台相当）

筑
後
川

福岡県

大分県

熊本県

佐賀県

赤谷川

土砂捕捉前（R2.6.2撮影）

乙石川
おといし

赤谷川
あかたに

旧松末小学校

乙石川
おといし

ますえ

ふくおか あさくら はき ますえ
乙石川遊砂地

全景

上空より

第２報にて資料追加

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



大淀川水系流域治水協議会 規約（案） 

（設置） 

第 1条 「大淀川水系流域治水協議会」（以下「協議会」）を設置する。 

（目的） 

第２条 本協議会は、令和元年東日本台風をはじめとした近年の激甚な水害や、気候変動に

よる水害の激甚化・頻発化に備え、大淀川流域において、あらゆる関係者が協働して流域

全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」を計画的に推進するための協議・情報共

有を行うことを目的とする。 

（協議会の構成） 

第３条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。 

  ２ 協議会に会長をおき、宮崎河川国道事務所長を会長とする。 

  ３ 会長は、協議会の事務を掌理する。 

  ４ 協議会は規約の変更、その他重要な事項を決定する。 

５ 協議会の運営及び招集は事務局が行う。 

６ 事務局は、第 1項による者のほか、必要に応じて別表１の職にある者以外の者及び

アドバイザー（学識経験者等）の参加を求めることができる。 

（幹事会の構成） 

第４条 協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、別表２の職にある者をもって構成する。 

３ 幹事会に幹事長をおき、宮崎河川国道事務所技術副所長を幹事長とする。 

４ 幹事長は、幹事会の事務を掌理する。 

５ 幹事会の運営及び招集は事務局が行う。 

６ 幹事会は、協議会の運営に必要な情報交換、各種検討、調整を行うことを目的とし、

結果について協議会へ報告する。 

７ 事務局は、第２項による者のほか、必要に応じて別表２の職にある者以外の者及びア

ドバイザー（学識経験者等）の参加を求めることができる。 

資料－２



（協議会の実施事項） 

第５条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。 

（１）大淀川流域で行う流域治水の全体像を共有・検討。 

（２）河川に関する対策、流域に関する対策、避難・水防等に関する対策を含む、「流域治

水プロジェクト」の策定と公表。 

（３）「流域治水プロジェクト」にもとづく対策の実施状況のフォローアップ。  

（４）その他、流域治水に関して必要な事項。 

（会議の公開） 

第６条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、審議内容によっては、

協議会に諮り、非公開とすることができる。 

２ 幹事会は、原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開とみ

なす。 

（協議会資料等の公表） 

第７条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、 個人

情報等で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公表しな

いものとする。 

２  協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の確認を得

た後、公表するものとする。 

（事務局） 

第８条 協議会及び幹事会（以下「協議会等」という）の事務を処理するため、九州地方整備

局宮崎河川国道事務所及び宮崎県県土整備部河川課、鹿児島県土木部河川課に事務局

を置く。 

（雑則） 

第９条 この規約に定めるもののほか、協議会等の議事の手続きその他運営に関し必要な事項

については、協議会で定めるものとする。 

（附則） 

第 10 条 本規約は、令和 2年 9月 28 日から施行する。 



役 職 等

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長

気象庁 宮崎地方気象台 台長

宮崎県 総務部
危機管理局長
兼危機管理課長

県土整備部 河川課長

都市計画課長

都市計画課　美しい宮崎づくり推進室長

宮崎土木事務所 所長

都城土木事務所 所長

小林土木事務所 所長

高岡土木事務所 所長

鹿児島県 危機管理防災局 災害対策課長

土木部 河川課長

大隅地域振興局 建設部長

宮崎市 市長

都城市 市長

小林市 市長

曽於市 市長

三股町 町長

高原町 町長

国富町 町長

綾町 町長

アドバイザー 宮崎大学名誉教授　　　　杉尾　哲

○事務局 宮崎河川国道事務所 調査第一課
宮崎県 県土整備部　河川課
鹿児島県 土木部　河川課

機 関 名

別表－１

　　　　　大淀川水系流域治水協議会　委員名簿



役 職

国土交通省 宮崎河川国道事務所 副所長

工務第一課長

河川管理課長

調査第一課長

都城出張所長

宮崎出張所長

高岡出張所長

本庄出張所長

気象庁　 宮崎地方気象台 防災管理官

宮崎県　 総務部危機管理局 危機管理課長補佐

            県土整備部 河川課長補佐

都市計画課長補佐

宮崎土木事務所 河川砂防・都市公園課長

都城土木事務所 河川砂防課長

小林土木事務所 河川砂防課長

高岡土木事務所 工務課長

鹿児島県 危機管理防災局 災害対策課長補佐

土木部 河川課技術補佐

大隅地域振興局建設部 河川港湾課長

宮崎市 危機管理課長

土木課長

都市計画課長

都城市 危機管理課長

維持管理課長

下水道課長

小林市 危機管理課長

建設課長

曽於市 総務課長

建設課長

三股町 総務課長

都市整備課長

高原町 総務課長

建設水道課長

国富町 総務課長

都市建設課長

綾町 総務税政課長

建設課長

○事務局 宮崎河川国道事務所 調査第一課
宮崎県 県土整備部　河川課
鹿児島県 土木部　河川課

機 関 名

別表－２

　　　　　　　　大淀川水系流域治水協議会　幹事名簿



大淀川水系流域治水協議会の今後のスケジュール（案）

※スケジュールについては今後変更となる可能性があります。

大淀川水系流域治水プロジェクト（素案）公表R2.7.6

第1回 大淀川水系流域治水協議会R2.9.28

大淀川水系流域治水プロジェクト（中間とりまとめ）公表R2.秋頃
（未定）

第２回 大淀川水系流域治水協議会

大淀川水系流域治水プロジェクト公表R3.3頃

R3.3頃

幹事会
（随時）

R3年度以降 大淀川水系流域治水協議会 フォローアップを実施

【今回】

資料－３
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流域治水対策等の主な支援事業 令和２年8月点

Ｎｏ． 内容 支援策 交付金等 交付対象事業 所管官庁 支援先 詳細（HP） 問合せ先

流出抑制対策等

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P370参照

②

雨水貯留浸透施設
（特定都市河川浸水被害対策法に
基づき指定された特定都市河川流
域内において同法第９条に基づく
対策工事として設置したもの）

税制特例
特定都市河川浸水被害対策法に規定す
る雨水貯留浸透施設に係る特例措置
（固定資産税）

特定都市河川流域において、特定都市
河川浸水被害対策法に基づく対策工事
として設置される雨水貯留浸透施設を設
置した場合、対策工事として設置される
雨水貯留浸透施設の償却資産部分につ
いて固定資産税の課税1/2～5/6に軽減

国交省
https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/usui/usui_h27-
3.pdf

水管理・国土保全局
治水課
03-5253-8450

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P84参照

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P71参照

⑤ 雨水貯留浸透施設 補助金 防災・省エネまちづくり緊急促進事業

市街地再開発事業等において、防災機
能向上等の緊急的な政策課題に対応し
た、質の高い施設建築物の整備（浸水対
策のための雨水貯留浸透施設を設置す
ること等）への支援

国交省
地方公共団体、
民間事業者

https://www.mlit.go.jp/toshi/city/sigaiti/content/00133924
9.pdf

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187
建政部住宅整備課
092-409-0613

⑥ 土地利用・住まい方
の工夫

二線堤整備 交付金
https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf

⑦ 家屋移転 交付金
※交付対象事業の要件P413参照

⑧ 宅地嵩上げ 交付金 土地区画整理事業

立地適正化計画に位置付けた防災対策
として実施する土地区画整理事業につ
いて、一定の要件を満たす場合に、土地
の嵩上げ費用を都市再生区画整理事業
の補助限度額へ算入可能

国交省 地方公共団体
https://www.mlit.go.jp/crd/city/sigaiti/shuhou/kukakuseiri
/kukakuseiri01.htm

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P48参照

https://www.mlit.go.jp/page/content/001320178.pdf
※P30参照

⑪ 補助金 都市構造再編集中支援事業
病院・福祉施設等の都市機能誘導施設
の自主的移転を促進するため、市町村
や民間事業者等が行う施設整備等

国交省
地方公共団体（市
町村）、民間事業
者等

https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001341206.pdf
九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

⑫ 補助金 防災集団移転促進事業

住民の生命等を災害から保護するた
め、住民の居住に適当でないと認められ
る区域内にある住居の集団的移転を促
進することを目的として、市町村が行う
住宅団地の整備等

国交省
地方公共団体
（市町村）

https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001338498.pdf
九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

⑬ 補助金
集約都市（コンパクトシティ）形成支援事
業

立地適正化計画において防災対策が位
置づけられた居住誘導区域外の災害ハ
ザードエリアから、居住誘導区域内への
居住機能の移転促進に向けた調査・評
価を実施する事業

国交省 地方公共団体 https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001339554.pdf
九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

⑭ 立地適正化計画の作成 補助金
集約都市（コンパクトシティ）形成支援事
業

都市再生特別措置法第81条第１項の規
定に基づき作成される計画

国交省 地方公共団体等 https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001339554.pdf
九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

⑮ 避難路・避難場所等の整備 交付金 都市防災総合推進事業
避難路や避難場所となる公共施設の整
備や防災まちづくり計画の策定等に対す
る支援

国交省 地方公共団体 https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001338149.pdf
九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

⑯ 避難通路等の整備 交付金 市街地再開発事業等
市街地再開発事業等における防災関連
施設を含めた共同施設の整備

国交省 地方公共団体等 https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P67参照

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P71参照

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P77参照

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P84参照

 補助金
特定地域都市浸水被害対策事業
（下水道防災事業費補助）

 「特定地域都市浸水被害対策計画」に
基づき、地方公共団体による下水道施
設の整備、民間事業者等による雨水貯
留施設等の整備の支援を行う事業。

国交省

地方公共団体（都
道府県、市町村
等）、民間事業者
等

https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/usui/usui_h27-
1.pdf

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

 補助金
下水道床上浸水対策事業
（下水道防災事業費補助）

大規模な再度災害防止のための下水道
施設の整備

国交省
地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

 補助金
事業間連携下水道事業
（下水道防災事業費補助）

河川事業と連携して実施する下水道施
設の整備

国交省
地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

 補助金
大規模雨水処理施設整備事業
（下水道防災事業費補助）

雨水処理を担う大規模な下水道施設の
整備

国交省
地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

https://www.mlit.go.jp/common/001284116.pdf
※交付対象事業の要件P462参照

 100mm/h安心プラン －
本プランを策定することにより、
・交付金重点配分対象
・流域貯留浸透事業の交付要件緩和等

＜策定主体＞
市町村および河川管理者、下水道管理
者等

国交省

＜策定主体＞
市町村および河
川管理者、下水
道管理者等

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/main/100mm/

九州地方整備局
河川部地域河川課
092-476-3524
建政部都市整備課
092-707-0187

⑰

⑱

⑲

⑳

 

①

③

④

⑨

⑩

九州地方整備局
河川部地域河川課
092-476-3524

水管理・国土保全局
河川環境課水防企画室
03-5253-8460

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

九州地方整備局
河川部地域河川課
092-476-3524

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

九州地方整備局
建政部都市整備課
092-707-0187

九州地方整備局
河川部地域河川課
092-476-3524

九州地方整備局
河川部地域河川課
092-476-3524

内水対策

下水道施設（雨水管、雨水ポンプ、
雨水貯留施設等）の整備、耐震
化、耐水化

その他 ハザードマップ作成 交付金

災害ハザードエリアからの移転

効果促進事業
基幹事業（流域内のハード対策等）と一
体となったソフト対策として、ハザード
マップの作成・印刷を支援するもの。

国交省
地方公共団体
（市町村）

交付金 通常の下水道事業
公共下水道、流域下水道又は都市下水
路の設置又は改築に関する事業

国交省
地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

交付金

交付金

交付金

下水道浸水被害軽減総合事業　（再掲）

内水浸水リスクの高い地区等において、
下水道浸水被害軽減総合計画に基づき
ハード・ソフト含めて総合的に実施する
都市浸水対策

国交省

地方公共団体
(都道府県､市町
村)

流域単位を原則として、包括的に水害・
土砂災害対策の施設整備等及び災害関
連情報の提供等のソフト対策を実施する
事業

二線堤、浸水防止施設等
総合治水対策特定河川事業
（都市水防災対策事業）

交付金

人口の集中の著しい大都市の地域に係
る一級河川又は二級河川の想定氾濫区
域であって、次の全ての要件に該当する
地区で実施される一連の氾濫流制御施
設を行う事業

国交省
地方公共団体
（市町村）

総合流域防災事業
（洪水氾濫域減災対策事業）

国交省
地方公共団体（都
道府県、市町村）

雨水貯留浸透施設

・各戸貯留
・池沼及びため池　等

交付金 流域貯留浸透事業
一級河川又は二級河川の流域内におい
て、貯留若しくは浸透又はその両方の機
能を持つ施設の整備

国交省

地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

・雨水貯留浸透施設

地方公共団体が助成する
・透水性舗装
・防水ゲート、止水板　　等

交付金 下水道浸水被害軽減総合事業

内水浸水リスクの高い地区等において、
下水道浸水被害軽減総合計画に基づき
ハード・ソフト含めて総合的に実施する
都市浸水対策

国交省
地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

地方公共団体が助成する雨水流
出抑制施設　等

交付金

水循環を良好な状態に維持・回復する施
策を支援していくため、または雨天時に
公共用水域に流入する汚濁負荷の削減
を図るための下水道施設の整備

新世代下水道支援事業 国交省

二線堤保全 税制特例
浸水被害軽減地区の指定に係る特例措
置

浸水被害軽減地区の指定を受けた土地
の所有者に対し、当該土地に係る固定
資産税及び都市計画税を減免

国交省

都市水害対策共同事業
下水道事業と河川事業とが連携・共同し
て行う、相互の施設をネットワーク化する
ための管渠、ポンプ施設等の整備

新世代下水道支援事業　（再掲）

水循環を良好な状態に維持・回復する施
策を支援していくため、または雨天時に
公共用水域に流入する汚濁負荷の削減
を図るための下水道施設の整備

地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

地方公共団体（都
道府県、市町村
等）

国交省

国交省
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○ 令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、大淀川水系においても、事前防災対策を進め
る必要があることから、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大の平成17年9月洪水と同規模の洪水を安
全に流すとともに、あらゆる関係者の協働により流域における浸水被害の軽減を図る。

大淀川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】
～水害に強い地域づくりに向けた防災・減災対策～

平成17年9月台風14号浸水状況（宮崎市）

H17.9洪水下流地区浸水被害

岩瀬ダム再生事業（実施中）

■河川における対策
対策内容 河道掘削、堤防・護岸整備、大岩田遊水地の整備、岩瀬ダム再生事業 等

■ソフト対策
・防災学習の推進・自主防災組織の結成と積極的活動
・住民が利用しやすい洪水ハザードマップの作成
・要配慮者を考慮した避難・誘導の取組の推進
・高齢者等利用施設等における自主的な避難確保・浸水防止の取組の促進 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）
・安全な避難路・復旧路の整備
・排水ポンプ車による排水計画の策定
・浸水時における公共施設、ライフライン等の機能維持対策
・防災ステーション等防災拠点の整備
・利水ダム等１４ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：宮崎県、宮崎市、都城市、曽於市、志布志市、九州電力、土地改良区など）
・下水道等の排水施設の整備 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

地震・津波対策

河道掘削

河道掘削

堤防整備

堤防整備

堤防整備

河道掘削

深年川

宮崎県

福岡県

大分県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

宮崎県

【位置図】

庄内川

沖水川

大岩田遊水地の整備

河道掘削

堤防整備堤防整備

河道掘削

堤防整備

堤防・護岸整備
河道掘削 等

小松川

堤防・護岸整備
河道掘削、橋梁架替 等

深年川

堤防・護岸整備、河道掘削
橋梁架替、堰改築
樋門樋管改築 等

花の木川

堤防・護岸整備、河道掘削
橋梁架替、堰改築
樋門樋管改築 等

横市川

堤防・護岸整備
河道掘削、橋梁架替 等

山田川

堤防・護岸整備
河道掘削 等

大淀川

築堤
河道掘削 等

庄内川

築堤
河道掘削 等

溝之口川

排水施設の整備

凡例

床下浸水範囲（戦後最大のH17.9実績）

床上浸水範囲（戦後最大のH17.9実績）

大臣管理区間

H17.9洪水上流地区浸水被害

小 林 市

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

資料－５



流域全体で行う「流域治水」の取組の例 【参考資料】

はん濫をできるだけ防ぐための対策 〜ハザードへの対応〜

○河川における対策
【ダム、遊⽔地等の整備・活⽤】
岩瀬ダム再⽣事業（国）、⼤岩⽥遊⽔地整備事業（国）

【安全に流す】
河床掘削（国）（宮崎県）（⿅児島県）、堰の改築（宮崎県）（曽於市）
砂防堰堤（国）

【はん濫⽔を減らす】
堤防強化等（国）（宮崎県）（⿅児島県）

○集⽔域での対策
【しみこませる】
⾬⽔浸透施設の整備（都城市）

【ためる】
⾬⽔貯留施設の整備（都城市）、⼭内川調節池（宮崎県）、県総合⽂化公園ほか（宮崎県）

被害対象を減少させるための対策 〜暴露への対応〜

○はん濫域での対策
【はん濫⽔を早く排除する】
宮越地区総合内⽔対策（国・宮崎県・⾼鍋町）、川原地区排⽔路整備（宮崎市）、鵜ノ島⾬⽔ポンプ場ほか（宮崎市）
岳下ポンプ場ほか（都城市）、嵐⽥排⽔機場（国富町）、排⽔ポンプの設置（綾町）

【被害を軽減する】
災害危険区域指定（宮崎市）

被害の軽減・早期復旧・復興のための対策 〜脆弱性への対応〜
○はん濫域での対策
【避難体制の強化】
安全な避難先の確保：⾮常⽤発電対策（⽊城町）、⾮常⽤発電対策（川南町）
防災情報の充実：防災ラジオ各⼾配布（⼩林市）、ハザードマップ等による防災情報の周知（三股町）

効率的な災害（避難）情報の発信（⽊城町）
住⺠の主体的避難⼒を⽀える仕組み：防災学習等（⾼原町）

本資料は、「流域治水」に取組にあたり、「流域治水」の理解の促進、今後のメニュー検討の参考とするため大淀川・小丸川流域で
既に取り組まれている事例や今後取り組まれる予定の事業等をまとめたものです。
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